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共催:第 106 回日本獣医麻酔外科学会学術集会/富士フイルムヘルスケア株式会社

先生

吉田 智彦 帯広畜産大学 動物医療センター准教授 兼 獣医学研究部門
臨床獣医学分野 准教授

東京農工大学農学部附属動物医療センター 教授田中 綾

第3会場（大宮ソニックシティ ホール棟2階 小ホール）

第 106 回日本獣医麻酔外科学会学術集会
会 期：2023年 6 月 16 日（金）- 18 日（日）
会 場：大宮ソニックシティ
大会⾧：田中 綾先生（東京農工大学動物医療センター専任教授

小動物外科設立専門医 アジア獣医内科専門医（循環器））

https://www.jsvas.net
/conference/2022_10
6th/announcement/

超音波検査機器の普及と機能の向上によって、犬・猫の循環器疾患への関心は高くなっていま
す。心エコー検査は心雑音や循環器疾患に関連した症状が認められた場合に実施することが一般
的ですが、術前検査としてルーチンで心エコー検査を行っている施設はそれほど多くありません。
しかし、手術の安全性を確保するためには、事前に十分な血行動態評価が不可欠です。特に⾧時
間におよぶ手術においては、血行動態の評価が重要となります。

本企画では、実際の症例を提示しながら、心エコー検査が術前検査としてどのように役立つの
かについて解説します。また、血行動態評価を行うことで予防できるリスクやオーナーに伝えて
おくべきリスクについても考察します。

先生

・FUJIFILM、および FUJIFILM ロゴは、富士フイルム株式会社の登録商標または商標です

【学会HP】

2023年6月17日 (土) 12:00 ～ 13:00

第 106 回日本獣医麻酔外科学会学術集会 ランチョンセミナー

術前検査としての心エコーと麻酔薬
～循環器疾患の病態評価と血行動態に影響を与える基礎疾患の探索～


